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NMOSDレジストリ ニュースレター

現在の登録人数

2023年12月より、NMOSD（視神経脊髄炎スペクトラム障害）レジストリ研究
の、患者登録が開始しました。

このレジストリ研究は、東北医科薬科大学病院が主導となり、現在8つの
共同研究施設とともに、研究を進めております。

3月末までに12名の患者さんにご登録いただきました。

今後も共同研究施設を全国各地に広げていく予定です。

より多くの患者様にレジストリにご登録いただき、新しい薬の開発につなが
るようなエビデンスを創出できるよう、努力してまいります。

レジストリに登録してくださった皆様には、年に2回、ニュースレターを通し
て、病気に関する最新の情報をお届けしてまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。
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【お問合せ先】

NMOSDレジストリ研究事務局

〒260-8677 千葉県千葉市中央区

亥鼻1-8-15

TEL 043-239-7670

Mail   info@janima.org

NMOSDの最新治療

神経疾患の克服をめざして

こんにちは。レジストリ研究事務局の
一般社団法人kizunaです。
事務局では、「患者さん」「医療機関」
「関連企業・研究者」とやりとりをしながら、
レジストリ研究を通じてエビデンスの創出や
新規治療薬開発へとつなげていけるよう
努力してまいります。
ニュースレターは、事務局から年に2回お送
りいたします。こちらからご連絡差し上げる
こともあるかと思いますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

ホームページURL：
https://www.janima.org
右の2次元バーコードを
読み込んでいただく
ことでもアクセス
可能です。

近年、NMOSDに対する臨床試験の結果が続々と発表され、 「サトラリズマ
ブ」 「エクリズマブ」「イネビリズマブ」「リツキシマブ」のどの治療も再発率を低
下させることが明らかになりました。どの薬も最後に「マブ (-mab)」がついて
いますが、これはmonoclonal antibody(モノクローナル抗体)を意味しており、
病気に関係する特定の細胞だけに作用するように作られた薬につけられま
す。病気に関係する細胞だけに作用するため、臨床試験でもこれまでの治療
と比べて安全性が高いことが明らかになりました。
それぞれの薬の作用機序は異なるため、どの患者さんにどの治療が効くの
かは、このレジストリ研究でも明らかにできる可能性があります。

ホームページ

このレジストリ研究のホームページがあります。登録者数や進捗、研究代
表者からのメッセージなどを公開しております。
問い合わせフォームなどもございますので、ぜひご覧になってください。
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